
運輸安全マネージメントに係る情報の公表について 

 

弊社におきましては、「輸送の安全の確保」は、最大最重要な責務であるとの

理念のもと、経営者から全役職員が一丸となった職場環境の向上に向けた社風

づくりに取り組んでいます。 

 

 

１． 輸送の安全に関する基本的な方針 

（１）「輸送の安全の確保」は、お客様に対する最大最重要な責務である。 

（２）その「安全」は経営者から社員一人一人にまで法令遵守を基本に、 

すべての業務を確実に遂行することにより成し遂げなければなら

ない。 

（３）私たちは、貸切バス事業を担う誇りと責任を有し、安全な事業者    

として社会に貢献する。 

２． 輸送の安全に関する目標及び達成状況に関する報告       

       期 間   平成３０年度（H３０年４月～平成３１年３月） 

       目 標   重大事故 ０件    交通事故 ０件 

       実 績        ０件         ０件 

       ＊自社車両の不注意による軽微な接触事故が数件あったため 

        根絶を図っていきたい。 



 

３． 輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統 

安全管理規定（平成２５年１０月１日制定）参照 

 

４． 輸送の安全に関する重点施策 

（１） 輸送の安全確保に向け確実な PDCA の実践 

（２） ヒヤリハットの活用によるリスクマネジメント 

（３） ドライブレコーダーによる運転技術指導の徹底 

（４） 乗務員に対する健康管理によるリスクの把握 

 

５． 輸送の安全に関する教育・計画（平成３０年度） 

「輸送の安全確保」を実現するためには、乗務員教育、監督者教育を計画

的、継続的に実施し、法令遵守、安全意識の高揚に努めてまいります。 

（１） 社内外安全講習会、点呼などを通じて安全意識の高揚共有推進 

（２） 健康診断、適性診断、ドライブレコーダー等客観的なデーターを

基本に各人の特性を把握、飲酒状況も含め、個人型管理の徹底 

（３） 運行管理者、整備管理者の外部講習会への参加回数を増す事に

より、自覚自信の意識づけを行い、輸送の安全の意識を高める。 



 

６． 輸送の安全に関する内部監査結果及び改善措置 

監  査  運輸支局の指摘事項を中心に、総体的に監査を実施 

結  果  運行管理面に於いて、印鑑漏れ,他体制に一部不具合が 

      見受けられた。 

改善措置  輸送の安全確保のため、法令遵守の精神を構築します。   

    

７． 輸 送 の 安 全 に 関 す る 設 備 投 資 

 

平成３０年度          

   予算措置    ドライブレコーダー         ４台 

           デジタルタコメーター        ４台 

           衝突・車線逸脱（居眠）防止器具設置 ５台 

           （新車導入に伴う改善以外の車輛の改善） 

 

８． 行 政 処 分 の 状 況 

平成２９年度に次の行政処分を受けました。 

今回の処分を厳粛に受け止め、運行管理の基本を確実に遵守する 



ことにより、輸送の安全の確保に尽力して参ります。 

処分運輸局  九州運輸局（熊本運輸支局） 

処分年月日  平成２９年１０月２４日 

処分内容   車両施設の使用停止（２００日車） 

違反内容   健康診断未受診者３名、点呼記録一部未保存、特 

定運転者に対する特別指導一部不適切、特定運転者

に対する適性診断未実施２名、運送引受書一部未交

付 

 

９． 安 全 統 括 管 理 者 

     

    代表取締役 住永裕司  平成２５年１０月１日選任～現在至る             

１０．安 全 管 理 規 定 

      安全管理規定及び安全管理組織図、事故・災害発生時報告連絡

体制図は、ホームページ掲載の通りです。 

熊交観光バス株式会社 

代表取締役  住永 裕司 

平成３０年４月 1 日 















安  全  方  針 

 
１． 社⾧は、「輸送の安全の確保」が、事業経営の根幹であることを深く認識し、社員に「輸送の安全

確保」がお客様に対する最大最重要な責務であるという意識の徹底において、教育指導に関して主

導的役割を担っています。 

２． 「輸送の安全確保」は経営者から社員一人一人にまで法令遵守を基本に、すべての業務を確実に遂

行することにより成し遂げければならない。  

３． 私たちは、貸切バス事業を担う誇りと責任を有し、安全な事業者として社会に貢献し、輸送の安全

に関する情報について、積極的に公表します。    

熊交観光バス株式社 

代表取締役 住永裕司 

平成３０年４月１日                         



総務部長
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鈴木田勇亀

平成25年１０月1日制定

代表取締役　　住永裕司

統括運行管理者 整備管理者

平成30年10月1日

九州運輸局熊本運輸支局

熊本県バス協会

乗　　務　　員

運行管理者（補助者）　整備管理者

代表取締役　住永裕司

鈴木田勇亀

緊　　急　　連　絡　網

安　全　統　括　管　理　者

九州運輸局



1 交通事故削減目標

物　損 人　身

0 件 0 件 0 件 0 0 0 件

0 件 件 0 件 件

2 安全意識の浸透

経営者から事務職、乗務員まで一丸となり、運輸安全マネージメント実施計画の確実な

実践により、安全意識の浸透を図り、交通事故削減目標に向け尽力して参ります。

熊交観光バス株式会社

代表取締役　住永裕司

平成30年10月1日

実　績

重大事故 交通事故

実　績目　標

輸　送　の　安　全　目　標

内 訳
事業年度

平成２９年度

平成３０年度

目　標




